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シルバー人材センターシンボルマーク
　このマークは、全国のシルバー人材セン
ターで働く高齢者が広く連携し、共に働き、
共に助け合っていくことをめざして作成し
たものです。
　デザインは、シルバー（Silver）の「S」
とセンター（Center）の「C」で飛翔する
鳥と、動き出す人の姿を表現しています。
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５
月
の
理
事
会
に
お
い
て
理
事
長
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。会
員
の
皆
様
方
に
は
、今
後
色
々

な
面
で
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
が
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
重
要
性
を
再
認
識
、
半
歩
前
進　

　
（
就
任
一
か
月
の
思
い
と
お
願
い
）

　

会
員
の
皆
様
は
、
社
会
参
加
、
生
き
が
い
の
増
進
等
を
求
め
、
幅
広
い

分
野
で
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
会
員
一
人
ひ
と
り
の
行

動
が
、
即
、
高
齢
社
会
問
題
の
対
応
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
結
び
付
く

も
の
で
、
就
業
機
会
を
提
供
さ
せ
て
頂
く
セ
ン
タ
ー
は
、
極
め
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
が
、
会
員
の
皆
様
方
に

と
っ
て
、
よ
り
良
い
組
織
と
な
る
よ
う
、
関
係
者
一
体
と
な
り
、
半
歩
で

も
一
歩
で
も
前
進
す
る
よ
う
な
変
革
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
自
分
の
好
み
に
合
っ
た
人
生

　

人
は
、
自
分
の
得
意
で
好
き
な
こ
と
を
す
る
の
が
成
功
と
幸
福
に
つ
な

が
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
様
々
な
仕
事
に
就
け
る
機
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
分

の
好
み
に
合
っ
た
仕
事
探
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
会
員
の
拡
大
」
と
「
就
業
機
会
の
確
保
」
は
セ
ン
タ
ー
の
重
点
施
策
で
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
自
身
の
体
験
も
紹
介
さ
れ
、
是
非

と
も
新
し
い
仲
間
づ
く
り
に
ご
尽
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
セ
ン
タ
ー
は
素
晴
ら
し
い
人
材
、
素
晴
ら
し
い
仕
事
と
の
め
ぐ
り
逢
い
の
場

　

セ
ン
タ
ー
は
、
長
い
人
生
経
験
で
培
わ
れ
た
知
識
、
技
能
、
技
術
を
有

す
る
、
多
く
の
会
員
の
集
ま
り
で
す
。「
こ
ん
な
仕
事
は
お
願
い
で
き
な
い

か
」、「
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る
方
は
、
安
曇
野
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
さ
れ
る
か
、
気
軽
に

事
務
局
に
ご
連
絡
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
と
の
出
会
い
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

国営アルプスあづみの公園（堀金・穂高地区）に咲く色とりどりのチューリップ
　　　　　　　　　　　　今年はコロナウイルスの影響できれいに咲き誇る時期は、残念ながら休園となりました。

理
事
長
挨
拶

理
事
長
　
田 

野 

尻
　 

正
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役
員
表
彰
（
2
期
以
上
に
わ
た
り
役
員

と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
に
寄
与

し
退
任
さ
れ
た
方
）

猿　

田　
　
　

將

三
郷

柳　

沢　

由　

文

三
郷

小　

松　

健　

二

三
郷

関　
　
　

竹　

子

三
郷

藤　

松　

伸　

員

三
郷

中　

田　

令
一
郎

三
郷

小　

林　

晶　

子

堀
金

中　

島　

昭　

夫

堀
金

尾
日
向　
　
　

洋

堀
金

有　

賀　

美
津
子

堀
金

伊　

藤　

英　

夫

堀
金

山　

崎　

和　

子

明
科

塩　

原　

八　

郎

明
科

小　

林　

邦　

次

明
科

黒　

岩　

宣　

子

明
科

加
々
美　

久　

夫

明
科

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
氏
名
の
紹
介

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
事
業
報
告
で
は
、
会
員
数

が
前
年
度
と
比
較
し
２
人
減
の
８
９
１

人
、契
約
金
額
は
、対
前
年
比
95
．４
％
の

５
億
６
０
６
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
で
は
、量
販
店
の
品

出
し
等
を
中
心
に
就
業
開
拓
を
し
、対
前
年

比
１
．５
倍
と
実
績
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
収
支
決
算
報
告
で
は
、
各
種
計
算

書
類
や
財
産
目
録
等
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
、
監
事
か
ら
適
正
で
あ
っ
た
と
の
監
査

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
事
業
計
画
で
は
、
会
員
の

願
い
や
地
域
の
期
待
に
応
え
て
い
く
た

め
、
常
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
多
様
な
高
齢

者
の
就
業
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
シ
ル

バ
ー
事
業
の
基
本
で
あ
る
請
負
就
業
に
加

え
て
、シ
ル
バ
ー
派
遣
の
特
性
を
活
か
し
、

新
た
な
分
野
へ
の
積
極
的
な
就
業
開
拓
に

よ
る
職
域
拡
大
や
会
員
拡
大
を
推
進
す
る

ほ
か
、
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進
、
財
政

基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
会
員
の
拡
大
が

重
要
で
あ
り
会
員
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
令
和
２
年
度
定
時
総
会

が
、
５
月
21
日
、
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
終
息
し
な
い
中
、
会
員
の
協
力
に
よ

り
参
加
人
数
を
減
ら
し
、
着
席
の
方
法
を

変
え
、
開
催
方
法
も
こ
れ
ま
で
と
は
違
う

特
別
な
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
役
員
を
中
心
に
33
人
が
出

席
し
、
本
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
、
昨

年
度
の
事
業
報
告
、収
支
決
算
を
審
議
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
理
事
13
人
、

監
事
２
人
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
全
員
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
長
年
会
員
と
し
て
、
積
極
的

に
活
動
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
事
業
発
展
の
た

め
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
47
人
の
表
彰
式

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度  

定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

表
彰
者
一
覧

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
会
員
表
彰
者
》

会
員
表
彰
（
77
歳
以
上
で
、
過
去
5
年

間
に
１
０
０
日
以
上
就
労
し
、
セ
ン
タ
ー

の
事
業
活
動
に
積
極
的
に
寄
与
し
た
方
）

佐々木理事長あいさつ

氏
　
　
　
名

地
区
名

松　

橋　

美
津
子

豊
科

下　

里　

康　

子

豊
科

依　

田　

田
美
江

豊
科

泉　
　
　

智　

善

豊
科

広　

田　

尚　

武

豊
科

宮　

本　

佳　

幸

豊
科

武　

田　

フ
ミ
子

穂
高

伊　

藤　
　
　

功

穂
高

小　

林　

千　

尋

穂
高

立　

花　

純　

子

穂
高

吉　

澤　

弘　

代

穂
高

織　

田　

洋　

二

穂
高

上　

原　

正　

明

穂
高

小　

松　

光　

伯

穂
高

上　

条　

親　

義

穂
高

高　

橋　

喜
世
子

穂
高

小　

山　

利　

夫

三
郷

下　

里　

静　

江

三
郷

佐　

藤　
　
　

高

三
郷

丸　

山　
　
　

功

三
郷

山　

田　

邦　

子

三
郷

荒　

井　

富　

久

三
郷

　
理
事
退
任

氏
　
　
　
名

地
区
名

佐
々
木　

胤　

明

三
郷

山　

田　

詔　

一

豊
科

小　

林　

義　

明

穂
高

嶋　

﨑　

紘　

次

明
科

小　

林　

松　

治

明
科

　
地
域
班
長
退
任

細　

田　

廣　

雄

豊
科

滝　

澤　

新　

一

豊
科

平　

林　

紀　

義

明
科

滝　

沢　

文　

芳

明
科
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《 

新
た
に
選
任
さ
れ
た
理
事 

》

新任された役員の皆さん

退任された役員の皆さん

理
事
就
任
に
あ
た
り

理
事
　
小
林
　
和
子

　

こ
の
度
、
理
事
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

豊
科
の
小
林
と
申
し

ま
す
。

　

会
員
に
な
っ
て
ま
だ
数
年
し
か
経
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
友
人
が
で

き
ま
し
た
。
草
取
り
、
お
掃
除
な
ど
一

つ
一
つ
教
え
て
く
だ
さ
り
感
謝
の
限
り

で
す
。

　

こ
ん
な
未
熟
な
私
が
大
役
を
お
受
け

す
る
に
は
お
恥
ず
か
し
い
ば
か
り
で
す

が
、
会
員
の
皆
様
、
役
員
の
皆
様
に
ご

指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
女
性
会
員
の

確
保
や
女
性
の
視
点
か
ら
の
シ
ル
バ
ー

運
営
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う

務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《 

退
任
さ
れ
た
理
事 

》

　

理
事
長　
　

佐
々
木
胤
明　
　

三
郷

　

理
事　
　
　

山
田　

詔
一　
　

豊
科

　

理
事　
　
　

小
林　

義
明　
　

穂
高

理
事　
　
　

北
林　

幹
男　
　

堀
金

　

理
事　
　
　

嶋
﨑　

紘
次　
　

明
科

　

理
事　
　
　

小
林　

松
治　
　

明
科

理
事
長
退
任
に
あ
た
り

　
　
前
理
事
長
　
佐
々
木
　
胤
明

　

私
こ
と
、
５
月
の
定
時
総
会
を
も
っ

て
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
員
に
な
っ
て
12
年
、
う
ち
５
年
間

理
事
長
を
微
力
な
が
ら
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

在
任
期
間
中
は
、
関
係
機
関
並
び
に

会
員
・
役
職
員
の
皆
さ
ま
方
の
温
か
い
ご

指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、大
過
な
く

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

み
ん
な
で
就
業
開
拓
、
会
員
拡
大
に

取
り
組
み
、
新
し
い
事
業
に
挑
戦
し
て

安
曇
野
シ
ル
バ
ー
の
存
在
を
高
め
て
、

地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
発
展
と
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
て
、
退
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

今
総
会
に
お
い
て
、
任
期
終
了
に
伴
う

新
た
な
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

後
の
理
事
会
に
お
い
て
は
、
３
役
を
は
じ

め
新
た
な
執
行
部
体
制
が
決
ま
り
ま
し

た
。３

期
５
年
重
責
を
担
っ
た
佐
々
木
理
事

長
は
じ
め
６
人
の
理
事
が
退
任
、
７
人
の

理
事
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
新
た
な

理
事
長
に
は
、田
野
尻
正
氏
が
選
任
さ
れ
、

就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
女
性
会
員
の
拡
大

を
推
進
す
る
た
め
に
新
た
に
女
性
理
事
を

１
人
追
加
し
、
小
林
和
子
氏
が
就
任
し
ま

し
た
。

監
事

監
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

専
務
理
事

事
務
局
長

副
理
事
長

理
事
長

役
職
名

織
田　

洋
二

赤
澤　

喜
夫

小
林　

和
子

山
口　
　

登

矢
花　
　

勝

柴
野　

公
夫

田
口　

一
夫

青
柳　
　

等

那
須
野
卯
久

日
下
部　

憲

竹
原　

徳
治

鳥
羽　

直
樹

大
向　

弘
明

飯
沼　

常
雄

田
野
尻　

正

氏 

　
　
名

穂
高

豊
科

豊
科

明
科

明
科

堀
金

堀
金

三
郷

三
郷

穂
高

穂
高

豊
科

三
郷

豊
科

豊
科

住
所

再
任

再
任

新
任

新
任

新
任

新
任

再
任

新
任

再
任

新
任

再
任

再
任

再
任

再
任

新
任

新
再
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ドライブスルー①　～受付・会計～

ドライブスルー②～積込場所～

就
業
機
会
の
拡
大
を
目
的
に
、
当
セ

ン
タ
ー
独
自
事
業
（
シ
ル
バ
ー
農
園
）

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
、
玉
ね
ぎ

栽
培
の
収
穫
が
６
月
初
旬
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
直
売
会
を
６
月
13
日
～
14
日

の
二
日
間
、
豊
科
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

従
来
は
「
安
曇
野
玉
ね
ぎ
祭
り
」
と

し
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
祭
り
と
し
て
は
実
施
し
な
い
こ
と

と
な
っ
た
た
め
、シ
ル
バ
ー
独
自
の「
玉

ね
ぎ
直
売
会
」
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
に
初
め
て
の
「
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
方
式
」
を
採
用
し
ま
し
た
。

早
朝
よ
り
市
内
外
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
購
入
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
の
玉
ね
ぎ
は
、
大
き
さ
も
品
質

的
に
も
十
分
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
好
評
で
完

売
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
会
員
に
は
６
月
18
日
に
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

※
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ル
バ
ー
農
園
で

玉
ね
ぎ
や
野
沢
菜
の
植
え
付
け
、
収

穫
作
業
に
就
業
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

短
期
集
中
型
の
就
業
に
は
な
り
ま
す

が
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務
局
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
23
日
、
第
１
回
安
全
・
適
正
就

業
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
新
た
な
役
員

体
制
及
び
令
和
２
年
度
「
安
全
・
適
正

就
業
対
策
推
進
計
画
」
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
長
に
は
、
穂
高
の
竹
原
徳
治
さ

ん
、
副
委
員
長
に
は
、
三
郷
の
那
須
野

卯
久
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

重
点
目
標
を
「
重
篤
事
故
の
撲
滅
、

事
故
件
数
の
減
、
お
よ
び
健
康
管
理
」

と
決
定
し
、
徹
底
し
た
事
故
防
止
に
努

め
ま
す
。

な
お
、具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

１　

安
全
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
完
全
実
施

２　

安
全
装
備
使
用
の
徹
底

３　

健
康
診
断
受
診
及
び
健
康
体
操
の

　

奨
励

４　

交
通
事
故
防
止

全
会
員
の
目
標
で
す
。「
安
全
は
全

て
に
優
先
す
る
・
け
が
を
し
な
い
・
さ

せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
就
業
を
お
願
い

し
ま
す
。

安
全
就
業
全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

い
つ
ま
で
も

　 

　  

働
く
喜
び

　
　
　
　
無
事
故
か
ら

令和元年度　事業実績
区　分 令和元年度 平成 30 年度 増　減 対前年比

　会　員　数 891 人 893 人 ▲ 2 人 99.8%

請
負

　受注件数 4,018 件 3,988 件 30 件 100.8%
　契約金額 56,061 万円 58,741 万円 ▲ 2,680 万円 95.4%
　　　内訳　公共 9,874 万円 9,637 万円 237 万円 102.5%
　　　〃　　民間事業所 35,884 万円 38,531 万円 ▲ 2,647 万円 93.1%
　　　〃　　一般家庭 10,303 万円 10,573 万円 ▲ 270 万円 97.4%

　派遣請求額 3,119 万円 2,030 万円 1,089 万円 153.6%

安
曇
野
玉
ね
ぎ
直
売
　
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
で
開
催

安
全
適
正
就
業
だ
よ
り

安
全
適
正
就
業
だ
よ
り
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今
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

事
故
調
査
委
員
会
に
よ
る
現
地
調
査
及

び
事
故
分
析
を
行
い
、
今
後
の
安
全
作

業
の
た
め
会
員
へ
会
報
等
に
よ
り
周
知

し
、
再
発
防
止
を
図
り
ま
す
。

事
故
が
減
り
ま
せ
ん
！ 

　

令
和
元
年
度
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
傷
害
事
故
10
件
、
交
通

事
故
２
件
の
合
計
12
件
の
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
元
年
度
の
賠
償
事
故
は
発

生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
傷
害
事
故
は

前
年
度
２
倍
の
件
数
が
発
生
し
ま
し

た
。再
三
注
意
喚
起
を
し
て
い
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
。
い

ず
れ
の
事
故
も
慎
重
に
行
動
す
れ
ば
防

げ
る
も
の
で
し
た
。
少
し
の
注
意
を
怠

ら
ず
就
業
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

蜂
刺
さ
れ
に
注
意
を
！

７
月
か
ら
９
月
の
時
期
の
蜂
刺
さ
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

蜂
駆
除
ス
プ
レ
ー
は
事
務
局
で
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
場
合
は
お
申

し
つ
け
く
だ
さ
い
。

世
界
１
９
６
の
国
と
地
域
で
猛
威
を

振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界

経
済
を
直
撃
し
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
」を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

も
、
３
月
下
旬
以
降
、
観
光
・
宿
泊
・

飲
食
業
等
の
請
負
業
務
や
公
共
施
設
の

休
館
等
に
伴
う
清
掃
や
管
理
業
務
等
の

減
少
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
第
1
四
半
期
（
4
～
6
月
）

の
請
負
額
の
実
績
は
、
昨
年
同
期
と
比

較
し
て
、13
．4
％
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も
早

い
終
息
を
願
う
と
と
も
に
、
会
員
の
皆

様
も
新
た
な
生
活
ス
タ
イ
ル
の
実
践
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度  

新
規
取
り
組
み

新
規
取
り
組
み

事
故
調
査
委
員
会
を
設
置

事
故
調
査
委
員
会
を
設
置

熱 中 症 に 注 意 を！
今夏は、これまでとは異なる生活環境下で迎えることとなりますが、一方で、例年以上に熱中

症にも気をつけなければなりません。十分な感染症予防を行いながら、熱中症予防にもこれまで以上に
心掛けるようにしましょう。 
「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイント  夏期の気温・湿度が高い中でマスクを

着用すると、熱中症のリスクが高くなるおそれがあります。このため、屋外で人と十分な距離（少なく
とも２ｍ以上）が確保できる場合には、熱中症のリスクを考慮し、マスクをはずすようにしましょう。

対策 1　日頃から、暑さに負
けない体作りを
①水分をこまめに取ってください
②塩分をほどよく取ってください
③十分な睡眠を取ってください

対策 2　日々の生活の中で、
暑さに対する工夫を
①気温と湿度を気にしてください
②着るものを考えてください
③冷却グッズを活用してください

対策３　炎天下での作業や空
調設備のない場所では特に注
意して
①飲み物を持ち歩きましょう
②休憩をこまめに取りましょう
③報道される注意報に耳を傾けましょう

熱中症が疑われたら ▷涼しい環境に避難し、水分と塩分を補給する。スポーツドリンクは水分と
塩分を同時に摂取できます。 ▷衣服を脱ぎ、身体を冷やす。氷のうなどが用意できれば、首、脇の下、
太ももの付け根などに当てると効果的です。 ▷反応が鈍くなり、自力で水が飲めないような状態に
なってしまった場合には、ただちに 119 番通報し、救急車を要請してください。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
拡
大
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
！

三
密（
密
閉
・
密
接
・
密
集
）防
止

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

ひんやりクールスカーフ
を事務局で用意してい

ますので、希望される

方はお申

しつけく

ださい。
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◆
令
和
２
年
度
の
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
定
時
総
会
が
５
月
21
日
、
出

席
人
数
を
極
力
減
ら
し
、
三
密
防
止
等
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を

講
じ
た
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
、
残
念
な
が
ら
功
労
者
表
彰

式
は
行
わ
れ
ず
、
氏
名
の
み
の
披
露
と
な

り
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
に
貢
献
を
さ
れ

表
彰
さ
れ
た
役
員
及
び
会
員
の
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
作
業
を
始
め
る
前
に
メ
ン
バ
ー
の
健
康

状
態
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
事
故
防
止
の

上
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。
健
康
確
認
は
主

と
し
て
就
業
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
際
に
、
メ

ン
バ
ー
自
ら
健
康
状
況
を
自
己
チ
ェ
ッ
ク

さ
せ
た
り
、
リ
ー
ダ
ー
が
メ
ン
バ
ー
一
人

一
人
の
健
康
状
況
を
よ
く
観
察
し
た
り
話

し
か
け
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
不

安
全
行
動
が
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
事

故
を
無
く
し
楽
し
く
就
業
し
ま
し
ょ
う
。

◆
総
務
・調
査
広
報
部
会
で
は
、会
員
の
皆

さ
ま
に
新
入
会
員
を
紹
介
い
た
だ
き
、楽
し

く
働
く
仲
間
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
な

取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も
早
い

終
息
を
願
い
ま
す
。

総
務
・
調
査
広
報
部
会

　
　

田
口　

一
夫
、
日
下
部　

憲

　
　

青
柳　
　

等
、
小
林　

和
子

お
悔
や
み

中
平　

忠
久
様　

令
和
２
年
２
月

ご
逝
去
を
悼
み
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

７
月
分
は
、
８
月
20
日
（
木
）

８
月
分
は
、
９
月
18
日
（
金
）

９
月
分
は
、
10
月
20
日
（
火
）

10
月
分
は
、
11
月
20
日
（
金
）

11
月
分
は
、
12
月
18
日
（
金
）

12
月
分
は
、
１
月
20
日
（
水
）

就
業
後
速
や
か
に
、
各
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
様
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
、

シ
ル
バ
ー
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
又
は
、
事

務
局
へ
就
業
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

締
め
切
り
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
せ
ん

と
、
配
分
金
が
１
ヶ
月
遅
れ
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

就
業
報
告
書
の
提
出
に

つ
い
て
の
お
願
い

配
分
金
及
び
派
遣
給
与
の
振
込
日

事
務
局
よ
り

事
務
局
よ
り

い
き
ま
す
が
、“
老
骨
に
む
ち
打
っ
て
”

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

働
く
楽
し
さ
、
喜
び
に
感
謝
！

豊 

科
　
丸 

山
　 

裕

昨
年
、
第
一
線
を

退
き
、
毎
日
、
日
曜

大
工
・
家
庭
菜
園

等
々
生
活
の
ペ
ー
ス
も
中
々
つ
か
め
ず
過

ご
し
て
い
た
折
、
広
報
で
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
記
事
が
目
に
留
ま
り
入
会
し

ま
し
た
。

早
、
半
年
が
過
ぎ
楽
し
く
作
業
し
て
お

り
ま
す
。
剪
定
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
草
刈
り

等
い
ろ
ん
な
仕
事
が
あ
る
中
、
今
は
主
に

草
刈
り
作
業
を
先
輩
と
行
っ
て
お
り
ま

す
。
外
作
業
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
雄
大
な
ア
ル
プ
ス
と
美
し
い
安
曇
野

で
さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
な
が
ら
、
心
地

よ
い
汗
を
流
し
多
く
の
人
（
仲
間
）
と
出

逢
い
、
仕
事
が
で
き
る
喜
び
と
仲
間
に
感

謝
し
、
健
康
に
気
を
付
け
楽
し
く
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
シ
ル
バ
ー
会
員
の
輪
を
広
げ
、
大

き
な
シ
ル
バ
ー
の
花
を
咲
か
せ
た
い
と
も

思
っ
て
お
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て

穂 

高
　
林
　
春 

男

75
歳
に
な
り
、
仕

事
を
や
め
家
で
の
ん

び
り
と
過
ご
そ
う
と

思
っ
て
い
た
時
、
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て

草
刈
り
・
剪
定
等
の
仕
事
を
し
て
く
れ
な

い
か
と
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
も
う
高
齢

だ
し
、
そ
ん
な
技
術
も
な
い
の
で
断
っ
た

と
こ
ろ
、 “
ぜ
ひ
”
と
頼
ま
れ
引
き
受
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
仕

事
も
慣
れ
、
技
術
も
向
上
し
楽
し
さ
も
増

し
て
き
ま
し
た
。一
番
う
れ
し
い
こ
と
は
、

仕
事
が
終
わ
っ
た
と
き
依
頼
主
の
喜
ぶ
姿

を
見
る
こ
と
で
す
。
満
足
し
て
も
ら
え
る

と
今
ま
で
の
苦
し
さ
・
大
変
さ
も
忘
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
仲
間
と
の
つ
な
が
り
で
す
。

仲
間
が
良
け
れ
ば
仕
事
の
能
率
も
上
が
り

ま
す
。
そ
ん
な
仲
間
に
恵
ま
れ
た
充
実
し

た
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

健
康
を
維
持
す
る
に
は
日
光
の
下
で
働

く
こ
と
で
す
。
元
気
で
い
ら
れ
る
こ
と
は

シ
ル
バ
ー
の
お
陰
で
す
。

こ
れ
か
ら
体
力
も
だ
ん
だ
ん
と
衰
え
て

●　

会　

員　

の　

声　

●

編
集
後
記


